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ひまわりと鼠多門
　河北潟にあるひまわり畑。ここ数日天候に恵まれず、早朝のため日差しがなく残念であった。今度
はもっと天気の良い日にさらに上空から見てみたいものだ。
　完成間際の鼠多門。金沢城御三門（石川門、河北門、橋爪門）の枡形門と違い石垣の上に２層２階
の櫓の単体の門となる。約130年ぶりに復活となり、尾山神社と玉泉院丸を結ぶ鼠多門橋が架けられる。
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金沢大学附属病院薬剤部　准教授　薬剤部副部長　　嶋　田　　　努

巻頭言

BCP作成などの当院薬剤部の
COVID-19 に対する取組み事例について

　金沢大学附属病院薬剤部の嶋田と申します。平成27年度よりホームページ委員長を拝命し、石川県病

院薬剤師会会員の皆様と県内病院に薬剤師として就職希望の学生に有用な情報提供をすべく、委員の先

生方と話し合いを重ねながら新たなコンテンツ作り進めております。「このようなコンテンツを加えて

ほしい」等の要望がありましたら、是非連絡いただければ幸いです。

　さて、本巻頭言の執筆依頼された３月初旬では想定しえないCOVID-19が全世界で拡大しています。

石川県においても、４月上旬ごろより感染者数が急増しており、県内の会員施設におきましてもこれま

でに経験したことの無い緊迫した状況が続いていることかと思います。国内外に関わらず政府や各業種

においてCOVID-19への対策を模索している現状であり、我々病院薬剤師も医療従事者の一員として、

未曽有の感染症拡大に対して何をすべきか、何が出来るか？逆境をプラスに変えるべく今一度検討すべ

きではないでしょうか。そこで本巻頭言では当院薬剤部のCOVID-19に対する対応について、一施設の

取り組み事例として紹介させていただきます。

① 薬剤部独自の事業継続計画（BCP）作成：平時の業務体制において薬剤部内でCOVID-19感染者が

発生すると薬剤部のみならず病院全体の業務が大幅に停滞することになります。臨時休校に伴う休

業やCOVID-19対応による病院機能縮小なども考慮し、２月より「段階的で計画的な業務基準を決め

ることにより薬剤部業務の継続性（院内の医薬品供給体制を止めない）と部員の健康・安全を確保

する」ことを目的として、教職員の健康管理徹底、部内感染回避のための物理的ゾーニング、業務

可能人数に応じた業務実施内容、などを盛り込んだ部内BCP作成し、運用しました。

② COVID-19治療医薬品情報収集と運用フロー作成：COVID-19拡大に伴い真偽不明なCOVID-19治療

薬に関する報告が飛び交い、また医薬品の出荷調整がなされました。アビガンの国内臨床試験の開

始やレムデシビルの承認もありました。これら錯綜・急変する医薬品情報を薬剤部として集約し、
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エビデンスの高い治療薬をCOVID-19感染治療のために安定供給すべく、施設内外の関係各所から

情報収集、運用フローを作成し、運用しました。

③　長期処方 ・ 電話診療に対する院外処方箋のFAX受送信フロー作成：２月28日の厚労省通知文を元

に院内システムを考慮し、電話診療に対する院外処方箋のFAX受送信の最適なフローを作成しま

した。また、４月10日通知にも対応しました。

④　消毒用アルコールの院内製剤調製：サージカルマスクの欠品に続き消毒用エタノール製剤のひっ迫

を想定し、２月下旬より対応を開始しました。院内消毒用エタノールの購入実績や今後の需要拡

大、安定購入の観点からイソプロピルアルコールの希釈調製による院内製剤を作成することとしま

した。試薬を用いた院内製剤であることから、使用範囲を職員・学生に限定したうえで関連部門に

申請し承認を得ました。現在900本の消毒用アルコール院内製剤を作成し、消毒用アルコールの安

定供給に寄与しました。

⑤　コロナ診療チーム支援薬剤師の配置：当院でCOVID-19患者の受入れが決定した際に医師・看護師

等によるコロナ診療チームが結成されました。コロナ診療チームに対して薬物療法に対する助言や

医薬品管理など後方支援を行う専任薬剤師を配置しました。

　上記対応は、薬剤部業務の継続性と部員の健康・安全の観点から日々変わり行く情勢を見極め、対応

が後手にならないように部内で検討し決定していきました。今後はいつどの時点でBCPレベルを通常業

務レベルに戻すか、きたる第2波、第3波にどのように対応していくか、継続的な検討の必要性を感じて

います。各会員施設の病床機能や施設が抱える事情等で当然薬剤師による対応は異なってくると思いま

が、平時から業務継続に向けた対応について検討を重ね、地域医療を支え築いていくことの重要性を強

く学びました。




